On simulations of strong evaporation flows of a vapor from its plane condensed phase with finite thermal conductivity -Method of application of the Fluid Dynamic Formulation as the governing system- by Onishi, Yoshimoto & Kishimoto, Kenji
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ぞれ、    =および   =なる領域を占め、凝







ある瞬間 D  @ = Fに、凝縮相の一方の端 D @ Fで
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で、簡単のため、熱量的な完全性を仮定している。こ
こで、  は時間、 は空間座標、  は気体の密度、
 は速度ベクトル、





 は単位質量当たりの気体定数、 は比熱比 Dここで
は、  @ GCFで、  と  はそれぞれ気体の定積比
熱と定圧比熱である。 と  は気体の粘性係数およ
び熱伝導係数で、温度  に比例するものとする、つ
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での数表を").( >に示しておく。数表中での  印の
数値は  /06によって与えられたものである。
さらに、温度  をもつ恒温浴槽に接する凝縮相端
点 D @ Fでは







 AF をとる。 は初期状態での気体分子の平均
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